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研究成果の概要（和文）：環境破壊、種の絶滅、遺伝子工学等に警鐘を鳴らすカナダの作家マーガレット・アトウッド
は、環境の危機を人間に伝えるには、「理解の神経回路」を作る物語や文学を含む芸術が必要と強調した。この「理解
の神経回路」こそ、出口のない従来のディストピア小説とは違う〈新ディストピア小説〉の構想と解釈し、〈マッドア
ダム〉の物語である三部作Oryx and Crake（2003）、The Year of the Flood（2009)、MaddAddam（2013）で分析し、
アトウッドが希求する〈新小説作法〉を考えた。

研究成果の概要（英文）：The Canadian writer Margaret Atwood has issued warnings in her fiction, against, 
for example, environmental disruption, the extinction of species, and genetic engineering. She has 
emphasized that creating art, including stories or literature with "understanding of neural circuits,” 
is a good way to convince human beings of the environmental crisis they face. I interpret this neural 
circuit understanding to be incorporated into Atwood’s design of “a new dystopian fiction,” which is 
different from “the conventional dystopian fiction that leaves no exit. I have researched this point 
through an examination of Atwood’s “new creative writing” in her trilogy of MaddAddam stories, Oryx 
and Crake (2003), The Year of the Flood (2009), and MaddAddam (2013).

研究分野：カナダ文学
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１．研究開始当初の背景 
 
1985年に出版されたMargaret Atwood（マ
ーガレット・アトウッド 1939-）の出世作 The 
Handmaid’s Tale（『侍女の物語』）は、キリ
スト教原理主義勢力によって誕生した男性
優位の近未来の宗教国家で、虐げられ生と自
由を求めてもがく侍女を描いたディストピ
ア小説である。 
 
三部作、MaddAddamの物語の第一作目とし
て2003年に出版されたOryx and Crake（『オ
リクスとクレイク』）、第二作目で 2009 年の
The Year of the Flood（『洪水の年』拙訳で岩
波書店より出版予定)は、出版当初から『侍女
の物語』の流れをくむディストピア小説とい
われてきた。（因みに、第三部のMaddAddam
は、本科研が採択された後の 2013 年に出版
された。） 
 
しかし私はこの 2作品が、George Orwellの
『1984 年』のような〈出口のない〉ディス
トピア小説ではなく、〈出口を示す〉新ディ
ストピア小説であり、アトウッドが新しい文
学ジャンル〈新ディストピア〉小説の創造を
提示していると分析した。この解釈でアトウ
ッドの新作品群を分析する研究は内外とも
にまだなかったし、現在でもない。 
 
 
２．研究の目的 
 
カナダを代表する作家マーガレット・アトウ
ッドは、21世紀に入るとフェミニズム小説や
歴史小説から大きく転換して、関心を環境に
向け、ディストピア小説といわれる三部作
Oryx and Crake (2003)、The Year of the 
Flood (2009)、そしてMaddAddam (2013)を
相次いで出版した。本三部作は、人類が存亡
の危機にある近未来が舞台で、環境に関わる
鋭い問題意識を込めた小説である。環境破壊、
種の絶滅、遺伝子工学等に警鐘を鳴らすアト
ウッドは、この危機を伝えるには「理解の神
経回路」を作る物語が必要だと語る。この表
現にヒントを得て、彼女が描く近未来社会は
〈出口のない〉従来のディストピア小説とは
違い、〈出口を示す〉新ディストピア小説で
はないかと思う。豊かさの影で人間が重ねて
きた環境への〈ツケ〉とその〈清算〉を近作
群で分析し、アトウッドの 21 世紀の文学が
自然との共生を目指す〈新ディストピア小
説〉という新ジャンルの誕生になることを検

証するのがねらいである。 
 
環境をテーマにした文学は、古今東西を問わ
ず多く出版されてきた。そして現代では、多
くの作家が異常気象などの環境の変化をテ
ーマにして書き、警鐘を鳴らしてきた。しか
し、「人が注意を払わなかった」とアトウッ
ドは語る。東日本大震災という未曽有の自然
災害、それに続く原発事故という人的災害を
経験した今日の日本人にとって、いや、この
地球上に暮らす全ての生物にとって、先見的
な眼差しで創作した〈新ディストピア小説〉
を、アトウッドのノンフィクション『負債と
報い―豊かさの影』（拙訳で 2012年に岩波書
店より刊行）等と比較分析する研究は、日本
でも、海外でもまだもみられない。本研究に
より、日本から貴重な成果を発信するのがね
らいである。 
 
 
３．研究の方法 
 
2010 年の国際ペン東京大会「環境と文学『い
ま、何を書くか』」の基調講演でアトウッド
は、極度に効率的なテクノロジーが、自然を
搾取するために作られたテクノロジーが、今
や私たちの命がかかっている広範囲の生物
世界を枯渇させていると語り、その危機を人
間に伝えるには、「理解の神経回路」を作る
物語や文学を含む芸術が必要だと強調した。
この講演内容は、MaddAddam の物語を分析す
る本研究で大変貴重な資料となっている。さ
らに、『負債と報い―豊かさの影』は、
MaddAddam の三部作解釈の予備知識を与えて
くれるノンフィクションである。 
 
アトウッドは、カナダ文学批評のカノンとも
言える『サバイバル：現代カナダ文学入門』
(Survival: A Thematic Guide to Canadian 
Literature 1972)で、カナダ文学には脈々と
続く独自のアイデンティティというべきテ
ーマがあることを確認してみせた。それは、
「生き残ること」。しかし、モザイク化が進
む現代のカナダ社会や文学界に、“Canadian 
identity”（カナダらしさ）を見つけること
は困難になっている。ポスト・コロニアルの
作家たち、批評家たちの声を借りれば、〈カ
ナダらしさがない〉のが〈カナダらしさ〉で
あると論じ、アトウッドの「サバイバル論」
を否定する。しかし意図的なのか否かはわか
らないが、この「生き残り」のテーマが健在
であることを、アトウッドは最近作



〈MaddAddam の物語〉三部作で明確に示して
いる。このような視点を見据えながら、「カ
ナダ文学にみる環境テーマ～M.アトウッド
が希求する〈新ディストピア小説〉」を考え
てきた。 
 
旧知のアトウッド氏には、トロント等カナダ
で意見交換を行い、貴重な意見を頂いた。ア
トウッド研究家として著名なロンドン大学
の Coral Ann Howells 教授、ブリティッシュ・
コロンビア大学の Sherrill Grace 教授、
Eva-Marie Kroller 教授等とも意見交換を行
い、貴重な見解をいただいた。 
 
 
４．研究成果 
 
カナダ文学の古典的名著とされる Survival: 
A Thematic Guide to Canadian  Literature
（1972）でアトウッドは、自然は危険で脅威
だと示しながら、将来はその自然が壊れてし
まうと予言した。そして、本書の最後に二つ
の質問を記した。「われわれは生き残ってき
たのか。もしそうならば、生き残ってその後
に何が起きるのか」と。アトウッドは警告し
てきた。今、私たちは生き残るために地球を
守らなくてはならない時代であると。そして
小説家には、社会的良心があると。登場人物
の行為を見せれば、読者がそれについて何も
考えを抱かないというわけにはいかないと。 
 
The Handmaid’s Tale（『侍女の物語』）を含
め、『オリクスとクレイク』と『洪水の年』
と『マッドアダム』はディストピア小説と言
われている。2010 年の国際ペン東京大会で基
調講演者として来日した時、浅田次郎氏との
対談が行われた。その中でアトウッドは、『オ
リクスとクレイク』及び『洪水の年』は「ジ
ョージ・オーウェルの『１９８４年』の続き
のような世界」であると語っている。私は、
この「続きのような世界」にヒントを得た。
アトウッドが21世紀から取り組んでいる〈マ
ッドアダムの物語〉が、従来型のディストピ
ア小説とは違う〈新ディストピア小説〉とい
う新ジャンルの誕生ではないかと。ディスト
ピア小説は、ジョージ・オーウェルの『１９
８４年』のように、架空の社会を描写するこ
とで、現在の社会を批判することが主眼であ
った。『侍女の物語』もそうであった。しか
し、今や批判だけでは済まない環境になって
いる。環境破壊、異常気象、種の絶滅はすご
い勢いで進んでいる。ＳＦ小説世界のように、

人の臓器を持つ豚、植毛用に開発された毛髪
で覆われた羊など、遺伝子組み換え技術で誕
生した生物がアトウッドの近未来小説では
のさばりはびこっている。「奇抜な設定にも
思えるが、これは荒唐無稽な話ではない。物
語の世界が示すように人類はすでに新しい
生物を作りだす手段を手に入れている」とア
トウッドは強調する。 
 
2010 年の国際ペン東京大会「環境と文学『い
ま、何を書くか』」の基調講演で、アトウッ
ドは、危機を人間に伝えるには「理解の神経
回路」を作る物語や文学を含む芸術が必要だ
と強調した。この「理解の神経回路」こそ、
出口のない従来型のディストピア小説とは
違う〈新ディストピア小説〉の構想を可能に
する、と私は解釈する。 
 
アトウッドは、環境運動家として、環境問題
について政治的提言、講演を積極的に行って
いる。特に、鳥類の生態系保全を指標とする
バードライフ・インターナショナルへの関わ
りは古い。このような活動からも、彼女の関
心がいかに環境に向いているかが分かる。ア
トウッドは語る。「今、私たちは生き残るた
めに地球を守らなくてはならない」と。アト
ウッドが 21 世紀初頭から取り組んでいる近
未来社会を描いた〈マッドアダムの物語〉は、
〈出口のない〉従来のディストピア小説とは
違い、希望へ向かう〈出口を示す〉新ディス
トピア小説とみなせるのではないだろうか。
豊かさの影で人間が重ねてきた環境への〈ツ
ケ〉とその〈清算〉をアトウッドの近作群で
分析し、アトウッドの 21 世紀の文学が自然
との共生を目指す〈新ディストピア小説〉と
いう新ジャンルの誕生になることを検証し
た。 
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